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請求記号 書 名 著 者 出版社

６産業

６４５ 秋田犬 宮沢輝夫 文藝春秋

いま、秋田犬が世界的なブームとなっています。

凛とした佇まい、忠実な性質……そんな特徴が評価さ

れ、大人気となっているのです。

ロシア、アメリカ、ヨーロッパなどでは秋田犬の飼

育頭数が順調に増え、日本をはるかにしのいでいます。

その一方、秋田犬は日本の天然記念物であるにもかか

わらず、日本国内では飼育頭数が減少の一途をたどり、

存亡の危機に瀕しています。

秋田犬はどのようにして日本で誕生したのか、戦前・

戦時中に直面した「犬種」としての危機、戦後の長い「復

元」の道のり、そして「忠犬ハチ公」の真実とは?

７芸術

７０８ コレクションへの招待
北海道立近代美術館 編 響文社

じっくり観賞したい北海道立近代美術館名品１００で

す。美の感動、美の発見、おうちで楽しむ近美コレクシ

ョンです。

７２６ 絵本を深く読む
灰島かり 玉川大学出版部

絵本の世界には「絵」と「文」、音読する「声」、大

人と子どもがともにいる「場」が発生します。

『かいじゅうたちのいるところ』『もりのなか』『は

じめてのおつかい』『こんとあき』『ピーターラビット

のおはなし』などの絵本の世界を身体ごと楽しみながら、

新しい絵本論を切り拓く。

絵本をどう読むか──著者の遺作となった一冊です

図 書 館
７６２ ティンパニストかく語りき

近藤高顯 学研プラス

中学 1 年生のある日、私の人生を決める 1 通の書留が
届いた……。

国際的ティンパニストが叩き上げオーケストラ人生を

語ります。音楽との出会いからベルリン留学時代の思い

出、カラヤンやチェリビダッケ、朝比奈隆ら音楽家たち

との交流、ティンパニの裏話など

など……なかなか知ることのでき

ないオーケストラや演奏家の一面

を真摯に、しかし楽しく面白く描

き出しています！

７８３ 身になる練習法 シリーズ

ベースボールマガジン社

継続購入している「身になる練習法シリーズ」。

今回は最新刊の３冊を購入しました。

７８３ 硬式野球 ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ社

７８３ 水泳 ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ社

７８３ 剣道 ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ社

昨年度は「テニス」、「サッカー」、「陸

上競技」、「バドミントン」、「バレーボー

ル」、「バスケットボール」、「卓球」を購

入しています。

８言語

８１８ 誤解されやすい方言小辞典 篠崎晃一 三省堂

東京のきつねが大阪でたぬきにばける。

共通語と同じ語形ですが、じつは地域独特の意味があ

るという項目を五十音順に１８１項目掲載。学校方言や

食の方言、交通安全・防犯

対策で活躍する方言など、

テーマ別のコラムも２０点

あります。
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９ 文学

９１３ お宝探しが好きすぎて
山田悠介 文芸社

「オイラ兄ちゃんのためにコドモランドから来たんだ」

孝平はあの世とこの世を行き来していた。今日もあの世

で、孝平は少年ゼロと「お宝探し」ゲームに興じていた。

しかし、お宝は警備員の身体の一部だった !? そして、

次のゼロの標的は、現実の世界のホームレスのおじさん

だった。ゼロの魔手は、兄の孝広にも伸びた！ 大好き

な兄のため、孝平はゼロに立ち向かった──。

９１３ 僕はロボットごしの君に恋をする
山田悠介 河出書房新社

２０６０年、三度目のオリンピック開催が迫る東京で、

人型ロボットを使った国家的極秘プロジェクトが進んで

いた。プロジェクトメンバーの健は、幼なじみで同僚の

陽一郎、そして彼の妹の咲に助けられながら奮闘する。

ところが、咲の勤務先にテロ予告が届き事態は急変した。

目的を達するために、はてしなく暴走する研究者の狂

気。

はたして健は、テロを防ぎ、想いを寄せる咲を守れる

のか ?そしてラストに待ち受ける衝動と、涙の結末は ?
男の打った最後の一手が、開けてはいけない扉を開ける !

９１３ かがみの孤城 辻村深月 ポプラ社

あなたを、助けたい。学校での居場所をなくし、閉じ

こもっていたこころの目の前で、ある日突然部屋の鏡が

光り始めた。輝く鏡をくぐり抜けた先にあったのは、城

のような不思議な建物。そこにはちょうどこころと似た

境遇の 7 人が集められていた――
なぜこの 7 人が、なぜこの場所に。すべてが明らかに

なるとき、驚きとともに大きな感動に包まれる。

生きづらさを感じているすべての人に贈る物語。一気

読み必至の著者最高傑作。


